
１．安心して生きる権利
平和はお互いを知ることから始まる
価値観の違いを受け入れることから始まる。 
まずはお互いを知ろう。

２．自分らしく生きる権利
ありのままを認めあえる
思いやりのある仲間になろう
長所も短所も個性なんだ。認め合えば、
お互いに自分らしく生きられる。

４．遊び育つ権利
３つの“Ｅ”を大切に
遊ぶといいね！
経験（experience）
感情（emotion）
あなたの存在（existence  of  you）

３．学び育つ権利
勉強は自分たちから
学び合うことで身につく！
自分たちから学び教えることで納得
できるし、身につくんだ。

７．参加する権利
自ら参加して、自分の思いを
仲間に言葉にして伝えあおう
まず参加してみよう。
そして、自分の思いを言葉にすることで
仲間ができ、大きな声になっていくんだ。

５．ともに育つ権利
私たちが自然を想い、
境界を越えてともに生きる
心の境界を超えることで、お互いの存在を認めら
れる。自然との関係も同じなんだ。

６．自分を守り守られる権利
安心できるよ！あなたが支えてくれるから
信頼があれば安心できる。
安心して支え合えるんだ。

イラスト　

名古屋芸術大学　安藤友美

Ⅱ　子ども会議
　参加者
　　幸田高校…稲

い な ば

場　 凌
りょう

 、門
も ん だ

田　 照
あきら

 、後
ご と う

藤　穂
ほ の か

香 、佐
さ の

野　ほなみ 
　　北部中学校…中

なかにし

　　将
まさひろ

大 、鈴
す ず き

木　 輝
ひかる

 、山
やました

下　楓
ふ う き

葵 、吉
よしむら

村　優
ゆ な

那
　　幸田中学校…新

あ ら い

井　貴
たかひと

仁 、鳥
と り い

居　憂
ゆ う た

汰 、坂
さかもと

本　七
な な み

海 、田
た な か

中　愛
あ い な

菜 
　　南部中学校…神

かんどり

取　 歩
あゆむ

 、山
やまもと

本　健
け ん と

人 、髙
たかはし

橋　文
あや

 、市
いちかわ

川　亜
あ き

紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

１．子ども会議の内容

  今年で子どもの権利に関する条例が施行されて５年目となりました。
改めて、７つの子どもの権利を見つめ、同世代に伝える標語を考えました。

２．感想（抜粋）

・今まであまり意識していなかった子どもの権利について知ることができてよかったです。
・こういった会議に参加することが、まさに「参加する権利」に当てはまるのだと思いました。
・自分では思いつかないような意見がたくさん出ていて、とてもいい刺激になりました。
・これからも幸田町のために、子どもの立場として意見を伝えていくなど自分にできることをしていきたいです。

３．子どもの権利の標語
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子どもと大人の合同ワークショップ、幸田町子ども会議を開催しました
　  平成23年４月に施行された「幸田町子どもの権利に関する条例」に基づき、８月18日に「子どもと大人の合同ワー
クショップ」、８月25日、26日には「幸田町子ども会議」を昨年に引き続き開催しました。

Ⅰ　子どもと大人の合同ワークショップ
　参加者
　　坂崎小学校…鈴

す ず き

木　武
た く と

透、小
こ や ま

山　玲
れ お

緒　　　幸田小学校…水
み ず の

野　陽
は る と

登、鈴
す ず き

木　愛
あ い さ

咲
　　中央小学校…宮

みやざき

崎　壮
そうすけ

輔、松
ま つ の

野　奈
な な こ

那子　　荻谷小学校…山
や ま だ

田　大
ひ ろ と

翔、田
た な か

中　優
ゆ い

衣
　　深溝小学校…石

いしかわ

川　明
あ き

暉、平
ひらいわ

岩　結
ゆ い な

夏　　　豊坂小学校…近
こんどう

藤　直
な お き

輝、髙
た か や

谷　実
み の り

莉　（敬称略）
　　子ども施策推進委員…９人　　子どもの権利擁護委員…２人　　小学校教諭…６人（各学校 1 人ずつ）

１．子どもと大人が対話する

　子どもの権利に関する条例を深く浸透させるために、この条例に定められた７つの柱となる権利を話題の中心に
して、子どもと大人で話し合いました。

２．対話の内容

　子どもと大人の対話に先だって、子ども、大人それぞれで話し合いました。子どもは子どもの権利について話し
合い、大人は子どもの権利を守るために何をしたらよいかを話し合いました。
　その後、子どもと大人合同で子どもの権利について話し合いました。子ども同士で話し合ったことから対話を始
め、普段思っていることや疑問などについて話し合いました。なごやかな雰囲気の中で進み、気づきが生まれたり、
新しい視点を見つけたりできた有意義な場となりました。

３．感想（抜粋）

子ども
・大人たちが真剣に僕たちの話を聞いてくれて嬉しかったです。
・子どもの権利について知ることができてとても良かったです。今日の話し合いをこれから活かしていきたいです。 
・今日学んだことを、お父さんやお母さんなどに広めていきたいです。 
・子どもがみんな健康で幸せにいられるためにも、子どもの権利は大切なものだと感じました。 
大人
・大人が子どもの権利を知ること、そして、その権利を守れるように努力することが大事だと感じました。
・子どもの権利について話し合ったことで、私自身少し意識できるようになった気がします。
・ワークショップに参加する前後の自分の心境の変化を、行動で示していきたいと思いました。
・子どもと冷静に話したい。そして、もう少し子どもの自主性を信じてみようと思いました。
・子どもの権利に関する条例を、周囲の大人がしっかりと理解することの大切さを感じました。
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介護が必要になっても明るく安心して暮らせる社会を実現するため

「介護」について「地域での支え合い」について考えてみませんか？

　介護は介護する人自身が心も体も健康であることが大事です。介護保険サービスや福祉サービスなどさまざまなサー
ビスや地域での助け合いなどを上手に利用して、介護する人が、心や体を休ませることも大事です。
　また、介護してくれる家族が近くにいない方は介護に対する不安が大きい
と思います。高齢になっても、一人暮らしでも様々なサービスを利用し、地
域の支え合いの中で生活している人がたくさんいます。高齢でひとり暮らし
でも自分らしく活き活きと幸田町で生活をしているYさんをご紹介します。

11 月 11日は「介護の日」

■地域包括支援センター

　介護をしている人、介護が必
要な人、高齢者に関する様々な
相談に応じます。
場所　幸田町社会福祉協議会内
　☎ 62 ー 7331

■在宅介護支援センター

　在宅で暮らす高齢者やその家族の
在宅介護に関する相談に応じています。
在宅介護支援センターつつじケ丘
　☎ 62 － 7319 担当：林
　担当学区：坂崎・幸田・中央学区
在宅介護支援センターまどかの郷 ☎ 63 ー 1626 担当：竹下
　担当学区　荻谷・豊坂・深溝学区

見守り配食事業

地域での支え合い 介護保険サービス

　調理があまり得意でない
Yさんは、ひとり暮らしの
高齢者や障がい者にお弁
当を配達し、安否確認を行
う見守り配食事業によるお
弁当を週２回利用していま
す。配達してくれるボラン
ティアさんとの会話も楽し
みのひとつです。
問合せ　社会福祉協議会
　☎62-7171

　Ｙさんの家族は近くに住んでいません。足の悪
いＹさんにとってゴミ出しや買い物は困難です。し
かし、「助けられる側、助ける側という立場で考え
るのではなく、お互いに助け合う気持ち」を大切に
して、いざという時にちょっとした手助けをしてく
れるご近所さんがいます。「電気がついているかな」
と民生委員やご近所のさりげない見守りも行われて
います。
　幸田町では、安心して住み慣れた地域で支え合い
ながら暮らし続けることのできるまちをめざしてい
ます。

　Ｙさんが、住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
う、定期的に老人クラブの会員が訪問しています。
友愛訪問は、地域で見守りが必要な方の話し相手に
なったり、困りごとの相談に応じたり、時には電球
を取り換えるような身近な手助けをしています。老
人クラブの魅力は、外に
出る機会が少なくなる高
齢期に「仲間がいる、仲
間が見つかる」ことです。
問合せ　社会福祉協議会
　☎62-7171

　一人での外出が困難で、ひとり暮らしで家での会
話が無いＹさんにとって週２回のデイサービスは楽
しみのひとつです。デイサービスでは日帰りで入浴
や食事、レクリエーションを楽しむことができます。
定期的な外出は生活のリズムを整えるのにも役立っ
ています。また、いろいろなことに相談にのってく
れるケアマネージャーもＹさんの強い味方です。（介
護サービスの利用には手続きが必要です）
問合せ　福祉課 介護保険Ｇ（内線156）

毎日あったか介護
ありがとう

老人クラブに
よる友愛訪問

今回紹介していない福祉サービスもあります。福祉サービスや心配事などお気楽にご相談ください。

Ｙさん  女性  91歳
ひとり暮らし
要支援２　
３年前に大腿骨骨折
歩行には杖が必要
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幸田町小学校体育大会の結果をお知らせします
平成27年度　幸田町小学校体育大会成績一覧

種　　目 順 位 女　　　子 男　　　子
氏　　名 校 名 記　録 氏　　名 校 名 記　録

100m 走
第 1 位 井貝　公香 中央 14 秒 94 川口　隼輝 荻谷 14 秒 53
第 2 位 松永　彩花 中央 15 秒 28 福井　将太 坂崎 14 秒 86
第 3 位 西森　遥香 荻谷 15 秒 36 ムハマド　エイジ 豊坂 15 秒 27

1000m 走
第 1 位 髙橋　佑 深溝 3 分 32 秒 77 水野　陽登 幸田 3 分 14 秒 85
第 2 位 太田　遥香 中央 3 分 40 秒 79 忠内　拓磨 坂崎 3 分 26 秒 21
第 3 位 宇津巻　未沙 中央 3 分 43 秒 36 加藤　大晴 豊坂 3 分 29 秒 95

走り高跳び
第 1 位 森　楓華 豊坂 1m20cm 吉田　幹也 幸田 1m40cm
第 2 位 小野　あずみ 中央 1m20cm 近藤　直輝 豊坂 1m30cm
第 3 位 谷口　愛果 坂崎 1m20cm 市川　貫太 荻谷 1m25cm

走り幅跳び
第 1 位 杉浦　アイル 坂崎 3m80cm 服部　颯弥 荻谷 4m17cm
第 2 位 馬渕　みなみ 坂崎 3m63cm 行天　俊吾 坂崎 3m93cm
第 3 位 伊藤　珠希 深溝 3m58cm 柴田　元輔 幸田 3m88cm

ボール投げ
第 1 位 柴田　華花 豊坂 47m50cm 杉浦　皓亮 深溝 56m24cm
第 2 位 五島　妃菜 幸田 42m76cm 川島　上総 中央 53m29cm
第 3 位 工門　実夢 坂崎 42m54cm 森　翔竜 中央 51m92cm

4×100mR

第 1 位 藤多　真代・太田　優香 
杉浦アイル・馬渕みなみ 坂崎 59 秒 98 川口　隼輝・浅山　景介 

岡田　旭史・服部　颯弥 荻谷 58 秒 79

第 2 位 井貝　公香・松永　彩花
橋本奈菜加・千賀　愛菜 中央 1 分 00 秒 33 水野　陽登・助田　稜斗 

柴田　元輔・戸田　太陽 幸田 59 秒 57

第 3 位 齋藤　叶華・髙橋　佑　
佐野　七海・山本真七歩 深溝 1 分 03 秒 37 山田　海介・小川　涼太 

加藤　大晴・近藤　直輝 豊坂 1 分 00 秒 48

前回までの大会記録
種　目 男　子 女　子

100 ｍ走 内田一作　　荻谷小 12 秒 80（昭和 63 年） 伊藤　美紀 　中央小 14 秒 30（昭和 60 年）
1000 ｍ走 山田滉介　　荻谷小 ３分 12 秒 49（平成 20 年） 澤田　桃香 　荻谷小 3 分 27 秒 01（平成 24 年）
走り高跳び 柴田亮輔　　中央小 1m50cm（平成 11 年） 岩近　陽香 　荻谷小 1m34cm（平成 26 年）
走り幅跳び 伊奈和彦　　幸田小 4m88cm（昭和 63 年） 羽根渕純子 　幸田小 4m32cm（平成 15 年）
ボール投げ 白草大剛　　幸田小 72m86cm（平成 25 年） 寺田美紅   　 荻谷小 55m40cm（平成 20 年）

４×100mR
市川雅也、内田一作、内田栄、太田英紀 松元真理、羽根渕純子、川口憂衣、大村三恵

 荻谷小 55 秒 10（昭和 63 年） 幸田小 59 秒 59（平成 15 年）

問合せ　学校教育課学校教育Ｇ（内線 424）
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幸田町総合防災訓練を実施しました

防災行政無線などを用いた情報伝達訓練の実施

　巨大地震の発生に備え、９月５日に幸田町総合防災訓練が行われ、参加機関等は48機関、約700人が参加しました。
いつ起きてもおかしくない南海トラフ巨大地震を想定し、参加者全員で行うシェイクアウト訓練をはじめ、ＬＰガス・
油火災消火訓練、ガレキ除去訓練、救助・救出訓練及び炊き出し訓練等様々な訓練を実施しました。

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時警報シス
テム（Ｊアラート）(＊)を用いた訓練で、幸田町以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓練が行われます。

（１）訓練実施日時　11月25日（水） 午前11時ごろ
（２）訓練で行う放送試験

(＊) Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星などを通じて瞬時にお伝えするシス
テムです。

問合せ　防災安全課 安全対策Ｇ（内線371）

災害対策は日ごろの備えから！
　災害による被害は日ごろの備えによって減らすこと
ができます。非常持出品や家具固定に努めましょう。
また、７日分以上の食料や飲料水を備蓄しておきま
しょう。
　自らで守る（自助）や地域での助け合い（共助）に
よる連携が減災には不可欠な取り組みとなります。
問合せ　予防防災課 予防Ｇ　☎63－0513
　　　　防災安全課 安全対策Ｇ（内線371）

シェイクアウト訓練 ＬＰガス・油火災消火訓練

倒壊家屋救出訓練 救助・救出訓練

一斉放水訓練

情報伝達手段 放送内容

①防災行政無線
町内に設置してある防災行政無線から、一斉に、次のように放送されます。

【放送内容】上りチャイム音、「これは、テストです。」× ３回、下りチャイム音

②タウンメール
こうたタウンメールで、次のメール文が送信されます。

【メール文】「これは、テストです。」

広報こうた●2015（H27）11.1 22



住宅間取図

岡崎市斎場（火葬場）の使用料が変わります

町営住宅の入居者を募集します

　岡崎市の新斎場オープンに伴い、平成28年６月１日から利用料金が改定されます。
　また、新斎場の使用料の支払いなどは、遺族が直接新斎場との間で行っていただくことになります。
　＊平成28年５月31日までは、幸田町の窓口で支払いなどを行うことができます。
　なお、詳細は町ホームページ、住民課窓口チラシなどをご覧ください。

●住宅名・募集戸数および入居指定日
　・横落住宅１棟（昭和57年度建設）：１戸（４階）
　　　　　　２棟（平成４年度建設）：１戸（４階）
　・神山住宅Ｃ棟（平成４年度建設）：１戸（３階）
　・入居指定日：平成28年１月５日

●入居条件および家賃の決定方法
　・幸田町営住宅条例に基づき、収入基準に適合していること。
　・現に住宅に困窮していることが明らかなこと。
　・町民税などを滞納していないこと。
　・家賃は収入に応じ規定により算出します。

●受付期間・場所
　・11月９日（月）～ 20日（金）の開庁日
　　午前８時30分～午後５時（郵送の場合は締切日当日消印有効）
　・役場２階 都市計画課

●そのほか
　・希望者には11月２日（月）から募集概要を配布します。
　・応募者多数の時には、申請者による抽選で決定します。

問合せ　都市計画課 建築Ｇ（内線222）

【人】　死亡者の住所が幸田町の場合
新区分 新料金（円） 旧料金（円）

12 歳以上の死亡者 50,000 4,000

12 歳未満の死亡者 30,000 3,000

胎児の死亡 15,000 1,500

【動物】　飼養または保管する人の住所が幸田町の場合
新区分 新料金（円） 旧区分 旧料金（円）

大きさが５kg 未満のもの 5,400 猫またはこれと同じ程度の大きさのもの 1,620

大きさが５kg 以上 15kg 未満のもの 8,100 中型犬またはこれと同じ程度の大きさのもの 3,240

大きさが 15kg 以上のもの 10,800 その他のもの 4,860

問合せ　環境課 環境保全Ｇ（内線 271）

和室1

和室 2

WC 浴室

洗面

押入
押入

玄関

押入

洋室
台所

ベランダ

和室1

和室 2

WC

洗面

押入
押入

押入
玄関

洋室

台所

ベランダ

ベランダ

横落住宅

神山住宅

＊ 「死亡者の住所」とは、亡くなられた人
の死亡当時の住所および死産児の母親の
分娩時の住所をいいます。
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平成28年度  幸田町児童クラブ入会について

保育園嘱託・非常勤保育士・児童クラブ支援員を募集します

内容：仕事などで昼間保護者のいない小学生に遊びや生活習慣の指導を行います。
対象： 仕事などで昼間保護者のいない家庭の平成28年度新入学１年生からおおむね３年生までの児童（ただし、幸田、

中央、荻谷および豊坂小学校については、６年生までの申し込みを受け付け、可能な範囲で低学年から順次入
会決定していきます。）

指導場所：各小学校体育館２階会議室など（クラブによって異なります。）
指導日時：①月曜日から金曜日…下校後から午後６時まで
　　　　　②土曜日（中央小学校にて実施）、長期休業日および学校行事などによる特定休業日…
　　　　　　午前７時45分～午後６時
　　　　　＊日曜日、祝日・年末年始はお休み
そのほか： 定員以上の申し込みがあった場合には、低学年順若しくは家庭での養育の困難性の高い順に入会決定させ

ていただきますのでご承知おきください。
申込み： 申込用紙（各児童クラブにて11月２日（月）から配布）に必要事項を記入の上、11月30日（月）午後５時15

分までにこども課児童育成Ｇ（３番窓口）に提出してください。（期限厳守）
問合せ：こども課 児童育成Ｇ（内線133）
幸田町児童クラブ一覧

クラブ名 指導場所 電話 定員
坂崎児童クラブ 坂崎小学校体育館２階会議室 62 － 2924 20

幸田第１児童クラブ 幸田小学校体育館２階会議室 62 － 0715 30

〃 第２児童クラブ 　　〃　　北校舎１階会議室 62 － 2721 40

〃 第３児童クラブ 　　〃　　南校舎１階多目的室 62 － 0203 40

中央第１児童クラブ 中央小学校体育館地階
児童クラブ専用スペース

62 － 8126 50

〃 第２児童クラブ 63 － 3885 40

荻谷第１児童クラブ 荻谷小学校体育館２階会議室 62 － 4222 20

〃 第２児童クラブ 　　〃　　特別教室棟１階多目的室 62 － 1055 40

深溝児童クラブ 深溝小学校体育館２階会議室 62 － 4223 20

豊坂第１児童クラブ 豊坂小学校体育館２階会議室 62 － 2923 20

〃 第２児童クラブ（新設） 　　〃　　新館１階図工室（予定） 今年度末に設置予定 40

職種 嘱託・非常勤保育士 児童クラブ支援員
募集人員 若干名 若干名

勤務内容 保育士業務 児童指導業務

勤務場所 町内保育園 各小学校児童クラブ

勤務時間 週 15 時間以上 39 時間以内 週 20 時間未満
日・祝祭日は休日

資格など 保育士資格を有し健康な人 児童と接することが好きな健康な人（保育士ま
たは教諭資格を有していることが望ましい。）

年　　齢 20 ～ 62 歳

給　　与 幸田町嘱託員・非常勤職員の報酬・賃金基準による

採用期日 平成 28 年４月以降

提出書類

①履歴書（市販のもので可）
②写真（最近３か月以内に撮影したものを履歴書にのり付け）
③保育士免許または教諭資格証明書の写し（児童クラブ指導員はなくても可）
④健康診断書の写し

申込期間 11 月２日（月）～ 12 月 18 日（金）の役場執務時間中に限る。（午前８時 30 分～午後５時 15 分）

採用方法など
採用は、書類審査および面接により、決定します。面接日程などについては、後日通知します。
＊ 採用時期については、保育士・支援員の欠員状況などにより異なる場合もあります。今年度途中

から勤務できる人はお申し出ください。

申込み・問合せ　こども課 保育所Ｇ・児童育成Ｇ（内線 132・133）
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香嵐渓もみじまつり【豊田市】
と　き　11 月１日（日）～ 30 日（月）
ところ　香嵐渓、町並み一帯　
内　容　 日没から午後９時まで飯盛山・足助城の紅葉をライトアップ。星に願い

を in 足助（11 月８日 ( 日 ) まで。巴川  に無数の「いのり星 ®」を放流
し幻想的な川面を演出）、竹灯りの香積寺（11 月 14 日（土）～ 29 日（日）
の毎週土・日曜日、祝日。参道に竹灯りを一斉に飾り、香積寺を温かい
灯りで包み込む）など

問合せ　足助観光協会　☎ 0565 ー 62 ー 1272

安城市歴史博物館特別展「台地を拓く　都築弥厚の夢」【安城市】
　今年は、明治用水のさきがけとなる用水計画をたてた都築弥厚が生誕 250 年を
迎えました。弥厚が夢見た用水計画と新田開発計画に関する資料に加え、多面的
な弥厚の活躍をうかがえる資料を分かりやすく展示します。
と　き　11 月７日（土）～平成 28 年１月 24 日（日） 
ところ　安城市歴史博物館
開館時間　午前９時～午後５時　＊入館は午後４時 30 分まで
休館日　月曜日（11 月 23 日、１月 11 日は開館）、12 月 28 日～１月４日休館   
観覧料　無料
問合せ　安城市歴史博物館　☎ 0566 ー 77 ー 6655

画家の詩、詩人の絵 
絵は詩のごとく、詩は絵のごとく【碧南市】
　明治から現代までの画家と詩人の絵画と詩を一堂にあつめ、絵画と詩の密接な
つながりを検証する企画展です。是非お越しください。
と　き　11 月 17 日（火）～ 12 月 20 日（日）午前 10 時～午後６時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（入場は午後５時 30 分まで）
ところ　碧南市藤井達吉現代美術館
休館日　月曜日（11 月 23 日（月）は開館し、11 月 24 日（火）は休館）
観覧料　一般 800 円、高校生・大学生 500 円、小中学生 300 円
問合せ　碧南市藤井達吉現代美術館　☎ 0566 ー 48 ー 6602

電動アシスト自転車の購入費補助制度を実施しています
　町では、町内在住で電動アシスト自転車を購入する人に補助金を交付しています。
必要書類　領収書（申請者氏名、購入日、購入品目の名称が記載されたもの）、製造メーカー保証書、防犯登録証、
　　　　　ＴＳマーク付帯保険加入書など
補助金額　購入費の３分の１以内（100 円未満切捨て）
上限金額　20,000 円
そのほか　 この補助金は予算の範囲内で実施し、予告なく終了する場合があります。また、平成 27 年度中に電動

アシスト自転車を購入された人は、必ず平成 28 年３月末までに申請してください。
　　　　　この補助金は平成 28 年３月をもって終了します。
　　　　　 ＊補助を受けるには要件などがあります。詳しくは広報こうた平成 27 年４月号でご確認いただくか、下

記までお問い合わせください。
問合せ　　企画政策課 政策Ｇ（内線 331）

広報こうた●2015（H27）11.125


